
別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

29年度 ３0年度 ３1年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①市民会議設立10周年事
業
②もったいない残しま１
０！運動
③もったいないフェア
④もったいないりぶっく活
動
⑤もったいない4コマまん
がコンクール
⑥節電キャンペーン
⑦もったいないAWARD
⑧SNSを活用した情報発
信
⑨他イベントブース出展
⑩もったいないひろめ隊

①市民会議設立10周年事
業
②もったいない残しま１
０！運動
③もったいないフェア（台
風の影響により開催中
止）
④もったいないりぶっく活
動
⑤もったいない4コマまん
がコンクール
⑥節電キャンペーン
⑦もったいないAWARD
⑧SNSを活用した情報発
信
⑨他イベントブース出展
⑩もったいないひろめ隊

①もったいない残しま１
０！運動
②もったいないフェア
③もったいないりぶっく活
動
④もったいない4コマまん
がコンクール
⑤節電キャンペーン
⑥もったいないAWARD
⑦SNSを活用した情報発
信
⑧他イベントブース出展
⑨もったいないひろめ隊

①もったいない残しま１
０！運動
②もったいないフェア
③もったいないりぶっく活
動
④もったいない4コマまん
がコンクール
⑤節電キャンペーン
⑥もったいないAWARD
⑦SNSを活用した情報発
信
⑧他イベントブース出展
⑨もったいないひろめ隊

5,375,000 6,163,035 5,375,000 16,913,035 5,375,000

4,325,000 5,033,000 4,325,000 13,683,000 4,325,000

うち県交付金 1,000,000 2,000,000 3,000,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 1,050,000 1,130,035 1,050,000 3,230,035 1,050,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 主 体 の 名 称 宇都宮市もったいない運動市民会議

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 宇都宮市

事 業 名 もったいない運動市民事業

代 表 者 の 名 称 宇都宮市もったいない運動市民会議　会長　上野　勝弘

事 業 主 体 の 所 在 宇都宮市旭１－１－５　宇都宮市環境部環境政策課内

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：地球温暖化対策及び３Ｒの推進並びにおもてなしの心の醸成を図るため，「あらゆる地球資源に対する尊敬・
感謝（リスペクト）」を込めた「ひとやものを大切にするこころ」を基本とした様々な活動・取組を推進する宇都宮市の「もった
いない運動」を広く普及させることを目的とする。
・設立年月日：平成21年3月27日
・構成員等：宇都宮市おもてなし委員会，特定非営利活動法人うつのみや環境行動フォーラムほか28団体の代表者　計30
名

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

・本市は，人と自然が共生し，環境への負荷が少ない「持続可能な環境都市　うつのみや」を実現するため，平成13年10月
に「宇都宮市環境基本条例」を施行し，平成15年2月に「第1次宇都宮市環境基本計画」を策定し，様々な環境施策に取り組
み，市民の意識向上を図ってきた。
・平成17年にワンガリ・マータイ氏が来日し「もったいない」が世界的に注目される中，本市はその趣旨に賛同し全国に先駆
けて平成19年に「もったいない全国大会」を開催し，ものを大切にする「もったいない」のこころと，ひとを思いやる「おもてな
し」のこころが行動に結びつくよう，市民主体により「ひと・もの・まち」を大切にする本市独自の「もったいない運動」を展開し
てきた。
・これらの運動は，市民の日常生活との関わりが強く，市民が自ら取り組むことが重要であることから，引き続き運動実践者
の拡大を図るため，あらゆる機会を通じて本市独自の「もったいない」を周知していく。
・平成30年度に市民会議が創設１０周年となることから，「もったいないのこころ」や人への思いやりを大切にする「おもてな
しのこころ」が，これまで以上に定着するよう，市と市民会議の連携をさらに強化し，認知から実践まで幅広い取組を推進
し，子どもから高齢者までの全世代において，本市独自の「もったいない運動」の輪の広がりと実践者の拡大を目指す。

事 業 目 的
地球温暖化対策及び３Ｒの推進並びにおもてなしの心の醸成を図るため，「あらゆる地球資源に対する尊敬・感謝（リスペク
ト）」を込めた「ひとやものを大切にするこころ」を基本とした様々な活動・取組を推進する宇都宮市の「もったいない運動」を
広く普及させる。

事 業 概 要

【平成30年度】
①宇都宮市もったいない運動市民会議創設１０周年記念事業
方針：もったいない運動市民会議創設１０周年を契機として，さらなる「もったいない運動」の実践者の拡充，若年層への認
知拡充を図る事業を展開した。
【各種事業】
・もったいないフェア【若年層向けブースの拡充】
・もったいない残しま１０！【家庭向けに食品ロスの意識定着】
・もったいない体操の普及【若年層への認知度向上】
・広報媒体を活用した効果的な周知の実施
・啓発物品を活用した普及啓発の推進
※環境配慮行動の実践を促進させることを目的とした普及キャンペーン（広報）を通年実施した。
②まだ食べられるのに廃棄される食品を削減するため「もったいない残しま１０！」運動を展開した。
③「もったいないフェア２０１８」のイベントを開催し，広く周知啓発活動を行う。（9月30日（日）台風の影響により開催中止）
④不要になった本やDVDを回収する「もったいないりぶっく」活動を年間を通じて行った。
⑤子どもから大人まで「もったいない」と感じることや実践していることを楽しくわかりやすく表現する「もったいない4コマまん
がコンクール」を実施した。
⑥節電行動を促すクールシェアに取り組む企業や団体と連携し「節電キャンペーン」を行い市民の意識啓発を図った。
⑦ひと・もの・まちを大切にする「もったいない運動」を工夫して楽しみながら取り組む個人・団体を表彰する「もったいない
AWARD」を実施した。
⑧HP・FB・メルマガを活用した効果的な情報発信を行うほか，企業や団体と連携し「もったいない運動」をPRした。
⑨他イベントにブース出展し「もったいない運動」の普及啓発を図った。
⑩市内大学や市民会議構成団体と連携し「もったいない運動ひろめ隊」の活動を展開した。

【平成31年度～】
平成３０年度においては，これまで「もったいない運動」に興味・関心のなかった人々（若年層）を主なターゲットとして，普及
啓発を実施し，若年層の認知度向上を図ってきたが，平成３１年度からは，若年層の実践者の拡大を図る事業を展開する。

連絡先
０２８－６３２－２４１７
０２８－６３２－３３１６
u0715@city.utsunomiya.tochigi.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【基本目標】人口規模・構造の変化に適合したまち，ネットワーク型コンパクトシティを実現する。
●本市の特性を生かした産業・観光を維持・発展させる都市を実現する。
　（→特色ある地域空間を生み出す観光拠点の形成→おもてなしある受入体制の充実）
　⇒本市年間観光入込客数 H22（実績） 1,353万人 → H29 1,500万人　※1,483万100人（Ｈ28）
　⇒宇都宮に愛着がある人の割合　Ｈ23　63.7％　→　Ｈ29　75.0％　※66.5%（H28）

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 環境政策課エコ活動グループ
担当者名 髙橋　悠暉



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

30 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

5,033,000

860,000

35

270,000

6,163,035

２　支出の部

県交付金

0 0 0 0
市外イベントへの参加旅費

48,458 0 0 48,458
事務用，事業用（啓発物品等）

12,140 0 0 6,365
会議用・招待者用弁当

69 0 0 0
事務連絡用，事業用郵送料

11,900 0 0 11,900
HPｿﾌﾄｳｪｱ使用料，ﾘﾕｰｽ食器
使用料等

2,160 0 0 2,160
振込み手数料等

39,000 0 0 39,000
4コマまんがｺﾝｸｰﾙ審査謝礼

43,756 0 0 43,756
4コマまんがｺﾝｸｰﾙ入賞者副
賞

20,520 0 20,520

0 0 0 0

5,985,032 5,033,000 2,000,000 952,032

市民会議設立10周年事業，
もったいないﾌｪｱ企画運営業
務委託
・会場設営費
・啓発物品作成費
・広告媒体掲載料

6,163,035 5,033,000 2,000,000 1,124,191

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業収支予算（精算）書）

市町名 宇都宮市

単位事業名 もったいない運動市民事業

雑収入
預金利息
※台風中止のため，もったいないﾌｪｱ参加者出展料等（出展団体）返金のため，収入
なし。

科目 備考

交付金 宇都宮市からの交付金

広告協賛金 もったいないﾌｪｱ広告・協賛金，「もったいない残しま１０！」のぼり旗協賛

使用料及び賃借料

手数料

もったいない貯金
市民会議設立10周年事業へ充当

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

普通旅費

消耗品費

食糧費

通信運搬費

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

報償金

賞賜金

印刷製本費

広告料

委託料

計



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

29年度 30年度 31年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

フェスタin大谷2017の開
催

フェスタin大谷2018の開
催

フェスタin大谷2019の開
催

3,747,798 4,642,255 4,000,000 12,390,053

3,000,000 3,000,000 3,000,000 9,000,000

うち県交付金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 747,798 1,642,255 1,000,000 3,390,053 0

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 概 要

・当該年度の実施内容
別紙開催状況報告書のとおり

・翌年度以降の取組等
これまで，日中のイベント開催で大谷観光振興を図ってきたが，大谷資料館開館等により，日中の大谷地区観光入込客数が
増加傾向にあることから，開催日時を日中から夜開催に変更予定。「石の里・大谷」の魅力を更に発信できるイベントにするた
め，実施内容を大谷地区の観光振興に沿った形にする。

事業費

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業調書）
【単独事業】

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

事 業 主 体 の 概 要

事 業 主 体 の 所 在

代 表 者 の 名 称

事 業 主 体 の 名 称

事 業 名

市 町 名 宇都宮市

地域の特徴・現状：
大谷石の産地であり，本市の唯一の観光地でもある大谷地区において，平成元年の陥没事故以降，東日本大震災発生等に
より，平成24年度までは大谷への観光客は減少傾向にあったが，平成23年度より休業していた大谷資料館において，平成25
年4月からの開館に伴い，メディアへの露出が増えたことにより，観光客が増加に転じており，現在も増加傾向にある。
「石の里大谷」の魅力を市外県外に発信し，大谷への観光誘客促進を図る事業「フェスタin大谷」においても，上記大谷の現
状を色濃く反映し，平成26年度に過去最高の来場者数を記録した。

地域の課題・解決策：
現状での増加の背景は大谷資料館などを一部の施設を目的とした観光客が多いため，主にスポットで完結してしまう点での
観光となってしまっており，滞在時間が短く，回遊性も低いため，経済効果薄い状況にある。今後は，観光客が様々な施設を
回遊し，滞在時間の延長，回遊性の向上により高い経済効果を生むような，面での観光をへのシフトを促すイベント実施を検
討している。

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

フェスタin大谷実行委員会交付金事業

フェスタin大谷実行委員会

フェスタin大谷実行委員会　委員長　石下　光良

〒321-0345　宇都宮市大谷町1075番地　大谷石材協同組合内

・団体の目的：フェスタin大谷を推進し，｢石の里・大谷｣を中心とする城山地区の振興に寄与することを目的とする。
・設立年月日：平成16年7月8日
・構成員等：別紙名簿のとおり

事業内容

観光交流課　観光企画グループ

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

基本目標：本市の魅力を広く市外，県外に発信することで，来訪者の増加を図るとともに，本市での定住を促進する。
ＫＰＩ：本市年間観光入込客数　H22：1,353万人⇒H30：1,600万人【H29実績1,499万人】

市町支出金
（ソフト事業分）

事 業 目 的
　大谷地域の活性化を促すとともに，「石の里・大谷」の魅力を県内外に向けて広くＰＲし，誘客を図ることで，「大谷」のみなら
ず城山地区全域の観光振興を図るもの。

連絡先
kanko@city.utsunomiya.tochigi.jp
028-632-5420
028-632-2437
黒後　彩乃



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

30 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

180,000

260,000

3,000,000

1,147,000

55,247

8

4,642,255

２　支出の部

県交付金

61,581 61,581
事務用品購入代

24,395 20,000 4,395
会議用飲み物代
当日スタッフ弁当代

152,280 150,000 75,000 2,280
チラシ(20,000枚)ポスター
(300枚)等印刷費

13,000 10,000 3,000
電気使用料

4,800 4,800
会議欠席者分資料郵送代
後援名義申請(15社)郵送代

252,200 250,000 125,000 2,200
ＳＮＳ(Facebook)宣伝広告費

46,428 40,000 6,428
傷害保険料
振込手数料
横断幕掲出料

3,886,435 2,530,000 800,000 1,356,435

会場等設営撤去運搬委託料
簡易水洗設置委託料
仮設電気工事委託料
ごみ処理委託料
会場警備委託料
楽器運搬委託料
プロジェクションマッピング委
託料
ライトアップ委託料

201,136 201,136 翌年度繰越金

4,642,255 3,000,000 1,000,000 1,642,255

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

宇都宮市

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業収支予算（精算）書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

フェスタin大谷実行委員会交付金事業

市町支出額
自主財源等

積立金

委託料

食糧費

印刷製本費

光熱水費

通信運搬費

計

財源

科目

消耗品費

手数料

予算額
（精算額）

広告費

科目 備考

負担金 商工会議所等３件

協賛金 広告協賛５２件

諸収入 預金利子

計

交付金 宇都宮市交付金

事業収入 ブース出展料，入場料等

繰越金 前年度繰越金



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

３０年度 ３１年度 ３２年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

第１３回うつのみや食育
フェア開催

第１４回うつのみや食育
フェア開催

第１５回うつのみや食育
フェア開催

7,465,054 6,500,000 6,500,000 20,465,054

6,619,540 5,755,000 5,755,000 18,129,540

うち県交付金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 845,514 745,000 745,000 2,335,514 0

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業調書）
【単独事業】

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

事 業 主 体 の 概 要

事 業 主 体 の 所 在

代 表 者 の 名 称

事 業 主 体 の 名 称

事 業 名

市 町 名 宇都宮市

うつのみや食育フェア実行委員会交付金事業

うつのみや食育フェア実行委員会

u19070500@city.utsunomiya.tochigi.jp
028-627-9244
028-626-1128
梓澤　淳一
健康増進課企画グループ

当該年度の実施内容、翌年度以降の取組等を簡潔に記載
１　実施日時　平成３０年１０月１４日（日）　午前１０時～午後３時
２　会場　　　　宇都宮城址公園
３　周知方法　チラシ，ポスターを始め，ＳＮＳによる情報発信やラジオ等を活用した広報を実施し，多くの市民に来場いただけるよ
う周知を実施
４　内容
　⑴　出展ブース：食育に関する情報提供ブース，試食・体験ブースなど（今年度実績：８４ブース）
　⑵　ステージ：食育関係表彰式，集客性のあるステージイベント（調理披露等）など
　⑶　その他：会場内を巡るクイズラリーなど
５　その他
　　  メインステージについては，秋に開催される３イベント（食育フェア，もったいないフェア，花と緑のフェスティバル）で共同設営し
ており，今年度の設営については，当実行委員会が担当

【平成３１年度以降】
更なる食育の普及啓発に向け，多様な取組主体と連携・協力のもと，催事の充実度を高めていく。また，自主財源の確保に向け，
出展料の徴収等の検討を進める。

うつのみや食育フェア実行委員会　会長　佐藤　栄一

宇都宮市竹林町９７２番地　（宇都宮市保健福祉部保健所健康増進課内）

・団体の目的：うつのみや食育フェアを通じて，市民一人ひとりが食育の重要性を理解し，健全な食生活を送れるよう，食育の普及
及び啓発を図ることを目的とする。
・設立年月日：平成１８年５月２６日
・構成員等：宇都宮市食育推進会議，宇都宮市食生活改善推進員協議会，宇都宮農業協同組合ほか２６団体の代表者　計３２名

事業内容

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

・基本目標：市民の結婚・出産・子育ての希望を実現する
・基本施策・具体的な事業：高齢者になっても健康で自立した生活を送りながら，あらゆる場面で活躍できる社会の実現を図る。
・ＫＰＩ：健康寿命　Ｈ22（男性78.47歳，女性83.16歳）⇒Ｈ29(平均寿命の延伸分を上回る健康寿命の増加)

地域の特徴・現状・課題等（事業の内容と関連するもの）を記載
　本事業は，市民が生涯にわたって健全な心身を培い，豊かな人間性を育むため，家庭，学校，地域，企業など多様な取組主体と
連携し，食に関する知識の普及と体験の機会を提供することで，市民に食育の重要性について啓発することを目的とし，平成１８年
度から開催している。
　本市では，本事業やその他食育に関する事業を推進してきた結果，市民の食育の認知度は向上してきたが，依然として若い世
代の食育の実践や，働く世代のメタボリックシンドロームの予防改善が課題となっている。また，本事業が秋のイベントとして市民に
定着してきている一方，近年の参加者数は横ばいとなっており，参加者を増やすための催事や広報の取組が課題となっている。
　
　

事 業 目 的

事業の目的を簡潔に記載
　市民が生涯にわたって健全な心身を培い，豊かな人間性を育むため，家庭，学校，地域，企業など多様な取組主体と連携し，食
に関する知識の普及と体験の機会を提供することで，市民に食育の重要性について啓発する。

事 業 概 要



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

30 年度

１　収入の部

精算額

720,000

25,000

100,514

7,465,054

２　支出の部

県交付金

142,417 126,902 63,451 15,515
封筒，プリンタインク，文具等

73,372 0 0 73,372
郵送料，切手等

61,500 0 0 61,500
弁当代

6,000 6,000 0 0
生産物賠償責任保険，レクリ
エーション保険

3,000 3,000 1,500 0
講師謝金

71,080 45,000 22,500 26,080
きぶなバス無料利用代，発
電機レンタル料等

7,062,000 6,438,638 912,549 623,362

企画運営業務委託料
メインステージ設営委託料
（秋の３イベント共同設営）

0 0 0 0

45,685 45,685 次年度繰越金

7,465,054 6,619,540 1,000,000 845,514

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

前年度繰越金

計

協賛金 企業，団体等協賛金

諸収入 備品使用料等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

計

科目

消耗品費

使用料及び賃借料

備考

委託料

予備費

次年度繰越金

通信運搬費

食糧費

保険料

報償費

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業収支予算精算書）

市町名

単位事業名

対象年度

精算額

うつのみや食育フェア実行委員会交付金

市町支出額
自主財源等

財源

宇都宮市

交付金 6,619,540

宇都宮市からの交付金
（内訳：うつのみや食育フェア実行委員会交付金
　　　　 　　　　　 当初予算額　　：6,130,000円 ，市への返還額 ：50,798円
　　　　  　　　　　精算額　　　　  ：6,079,202円
　　　　花と緑のフェスティバルうつのみや交付金
            　　　　当初予算額　　：250,000円，　市への返還額 ：33,864円
　　　　  　　　　　精算額　　　　  ：216,136円
　　　　もったいない運動の推進交付金
　　　　　　　　　　当初予算額　　：375,000円，　市への返還額 ：50,798円
　　　　  　　　　　精算額　　　　  ：324,202円  　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

科目 備考

繰越金



別記様式第１号－２

　

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

29年度 30年度 31年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

宇都宮ウオーキング
フェスタ2017

宇都宮ウオーキング
フェスタ2018

宇都宮ウオーキング
フェスタ2019

宇都宮ウオーキング
フェスタ2020

2,223,990 3,102,865 3,237,000 8,563,855 2,694,000

1,200,000 1,700,000 1,700,000 4,600,000 1,200,000

うち県交付金 600,000 850,000 850,000 2,300,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 1,023,990 1,402,865 1,537,000 3,963,855 1,494,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 主 体 の 名 称 宇都宮市民憲章推進協議会

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業収支精算書）
【単独事業】

市 町 名 宇都宮市

事 業 名 宇都宮ウオーキングフェスタ

代 表 者 の 名 称 鎌倉　三郎

事 業 主 体 の 所 在 宇都宮市旭１丁目１番５号

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的　　：　宇都宮市民憲章を啓発推進し，「心のかよいあう人間性豊かなまち宇都宮」の建設に寄与する。
・設立年月日　　：　昭和56年2月25日
・構成員等　　　 ：  市内185の市民団体
・普及啓発事業：  「フェスタｍｙ宇都宮」「宇都宮ウオーキングフェスタ」

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

 今年で開催24回目となり，継続して開催してきたことで秋のイベントとして市民に定着してきており，ウォーキングを通した健
康づくりが市民に浸透しつつあるが，近年の参加者数は横ばいとなっており，今後，参加者数を増やすための工夫が必要で
ある。また，公道がコースとなっていることから，コース上における参加者の安全の確保が課題となっている。

事 業 目 的

　市民憲章で掲げている「健康で，心のふれあう明るいまち」の具現化に向け，恵まれた自然と豊かな文化にふれあい人とひ
ととの交流を深めること，歩くことの楽しさと心と体のバランスのとれた健康づくりをすすめること，いつでもどこでも気軽に楽し
める生涯スポーツを推進することを目的に開催するもの。

事 業 概 要

当該年度
 　　【開催日時、場所】平成30年10月28日（日）　宇都宮市中心市街地（会場：宇都宮城址公園）
   　  内容　 ：中心市街地を回遊する３コース
　　　　　　　　　・参加人数：1570人
　　　　　　　　　・ドリンクサービス，抽選会の実施
　　　　　　　 　 ・参加者が安心して参加できるよう安全面を考慮したコースを設定
　　　　　　　　　・市内外へ周知できるよう広報の強化，配置スタッフの増員や警備の強化に努めた
　　　　　　　　　・配置スタッフには，若者のボランティア意識向上も兼ね，高校生・中学生のボランティア募集
　　　　　　　　　　なども実施した
翌年度以降
　　新たな本市の魅力を発信できるコース設定による開催

連絡先
028-632-2886
028-632-3268
u2207@city.utsunomiya.tochigi.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

・基本目標：1 市民の結婚・出産・子育ての希望を実現する
・基本施策・具体的な事業：高齢者になっても健康で自立した生活が送れる社会の実現。地域の健康づくり実践活動の推進。
・KPI：健康寿命　H22 男性78.47才　女性83.16才　→　H30 平均寿命の延伸分を上回る健康寿命の増加

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 みんなでまちづくり課
担当者名 田中　睦美



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

30 年度

１　収入の部

精算額

市補助金 1,700,000

参加負担金 1,019,600
参加者の参加負担金　＠800×812人（事前申込），1,000×370人（当日申込）

事業協賛金 320,000
歩け歩け大会への事業協賛金　計9社

物品売上金 5,600
記念バッチ等の売り上げ

協議会繰越金 57,665

3,102,865

２　支出の部

県交付金

報償費 18,000 0 0 18,000
交通指導員謝礼金

印刷製本費

556,188 100,000 50,000 456,188

周知パンフ，ポスター：
333,396
ゼッケン：142,560
コースマップ：57,240
完歩証：22,572　写真現像：

修繕料 0 0 0 0
費目存置

広告費 125,280 100,000 50,000 25,280
新聞広告掲載料

使用料 7,686 0 0 7,686
携帯電話使用料

手数料 60,588 0 0 60,588
振込手数料，
クリーニング代等

消耗品費 37,372 0 0 37,372
事務用品（ペン類）事業用品
（ＰＰロープ，トイレットペー
パー，紙コップ，アルコール

委託料 1,945,296 1,500,000 750,000 445,296
会場設営，警備，バッチ作
成，備品作成等

0

食糧費 133,022 0 0 133,022
支援団体等への昼食代
参加者配布用菓子代

通信運搬費 120,941 0 0 120,941
参加証の郵送費等

保険料 38,492 0 0 38,492
参加者の保険料

燃料費 0 0 0 0
費目存置

備品購入費 0 0 0 0
費目存置

負担金 60,000 0 0 60,000
社団法人日本ウオーキング
協会負担金等

3,102,865 1,700,000 850,000 1,402,865

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 宇都宮市

単位事業名 宇都宮ウオーキングフェスタ

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

科目 備考

計

科目 精算額

財源

備考市町支出額
自主財源等

（補助対象外経費）

計



別記様式第１号－２

　

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

30年度 31年度 32年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

フェスタｍｙ宇都宮2018 フェスタｍｙ宇都宮2019 フェスタｍｙ宇都宮2020 フェスタｍｙ宇都宮2021

6,269,904 6,269,530 6,500,000 19,039,434 6,500,000

4,750,000 4,750,000 4,750,000 14,250,000 4,750,000

うち県交付金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 1,519,904 1,519,530 1,750,000 4,789,434 1,750,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先
028-632-2288
028-632-3268
u2207@city.utsunomiya.tochigi.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

・基本目標２：人口の定着と東京圏からの流入人口の増加を図る
・基本施策・市民協働によるまちづくりの推進。
・KPI：自治会加入世帯数　H27.4 147,810世帯　→　H31 148，810世帯

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 みんなでまちづくり課
担当者名 濵﨑　亮太

　郷土愛や地域コミュニティ意識の醸成、市民活動団体等の繋がり拡大のため、「フェスタｍｙ宇都宮2018」を実施した。
 　　【開催日時、場所】平成30年5月20日（日）　宇都宮市中心市街地５会場
　　　　　　　　　（宇都宮城址公園，オリオンスクエア，バンバひろば，中央市民活動センター，まちかど広場）
   　【内　　　容】・190の参加団体によるブース出展や，歌や踊り等のステージを実施した。
　　　　　　　　　　・会場各所のチェックポイントを巡るスタンプラリーを実施した。
　　　　　　　　　　・特別企画として，「大好き宇都宮！～みんなの思いをフラッグに～」を実施した。会場の一体感や郷土愛を
　　　　　　　　　　　醸成することを目的に，出展団体や来場者の方々に「うつのみやの好きなところ（人・もの・風土など）」を
　　　　　　　　　　　フラッグに書いてもらい，会場である城址公園内に掲出した。

【翌年度以降の取り組み】
　事業の実施主体である市民の日実行委員会の組織のあり方や事業内容等は必要に応じて見直しが必要であるが，市民総
参加型の事業として重要であることから，今後も継続して実施していく。

代 表 者 の 名 称 鎌倉　三郎

事 業 主 体 の 所 在 宇都宮市旭１丁目１番５号

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：宇都宮市民憲章を啓発推進し，「心のかよいあう人間性豊かなまち宇都宮」の建設に寄与する。
・設立年月日：昭和56年2月25日
・構成員等：市内185の市民団体
・市民憲章を更に普及啓発するため，これまで提唱事業として協力してきた「フェスタｍｙ宇都宮」等を実施する「宇都宮市民の
日実行委員会」と平成26年3月に組織一体化した。
・普及啓発事業：  「フェスタｍｙ宇都宮」「宇都宮ウオーキングフェスタ」

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

　本事業は今年で開催３１回目を迎え、毎年5万人以上が来場する、春を代表する本市のイベントとして定着しているが，イベ
ント来場者へのアンケート調査では、会場間が離れていることから移動が大変であるという意見が多く，効率的な移動方法等
の検討が必要である。
　また、中心市街地の賑わいが戻りつつあるが，今後更なる活力の維持を図るため，市民活動団体や企業も含めたつながり
を持つことで，まちづくりの相乗効果を生み出す必要がある。

事 業 目 的

市民憲章を具現化し，心豊かな宇都宮市を創造することを期する日として「市民の日」が制定されたことに伴い，フェスタｍｙ宇
都宮は４月１日の「市民の日」を記念し，市民憲章にある「明るく，楽しく，美しいまちづくり」を推進するため，市民が自由な発
想で事業に参加し，工夫を凝らしながらまちづくりや郷土愛，コミュニティ意識を醸成することを目的として実施するもの。

事 業 概 要

事 業 主 体 の 名 称 宇都宮市民憲章推進協議会

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業収支精算書）
【単独事業】

市 町 名 宇都宮市

事 業 名 フェスタｍｙ宇都宮



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

30 年度

１　収入の部

精算額

市補助金 4,750,000

参加負担金 379,300

事業協賛金 930,000

雑収入 0

協議会繰越金 210,230

6,269,530

２　支出の部

県交付金

消耗品費 40,402 40,402

印刷製本費 452,487 452,487 周知パンフレット，ポスター

通信運搬費 59,988 59,988
連絡用郵送料

広告料 125,280 125,280
開催告知

保険料 31,078 31,078
傷害・賠償保険料等

委託料 5,408,310 4,750,000 1,000,000 658,310
会場設営，警備，
スタッフベスト作成

使用料 58,876 58,876
携帯電話使用料，
クリーニング代等

手数料 0 0

備品購入費 0 0

報償費 42,000 42,000
謝礼金等

食糧費 51,109 51,109
運営委員昼食代

工事請負費 0 0

6,269,530 4,750,000 1,000,000 1,519,530

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

（補助対象外経費）

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

科目 備考

計

科目 精算額

財源

備考市町支出額
自主財源等

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 宇都宮市

単位事業名 フェスタｍｙ宇都宮



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

３０年度 ３１年度 ３２年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

・桜マップ作製
・「花いっぱい運動」の
展開
・「桜のまちづくりサポー
ター」制度の構築
・桜地域ホームページ
開設

・さくらフェスタ（仮）の開
催
・花いっぱい運動の推
進
・ホームページによる情
報発信強化

・さくらフェスタ（仮）の開
催
・花いっぱい運動の推
進
・ホームページによる情
報発信強化

・さくらフェスタ（仮）の開
催
・「花いっぱい運動」の
展開
・ホームページによる情
報発信

500,049 50,000 50,000 600,049

400,000 400,000

うち県交付金 200,000 200,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 100,000 50,000 50,000 200,000 0

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 主 体 の 名 称 桜地域まちづくり協議会

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 宇都宮市

事 業 名 花いっぱい地域魅力創出事業

代 表 者 の 名 称 日渡正文

事 業 主 体 の 所 在 宇都宮市桜３丁目2－22（桜地域コミュニティセンター内）

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：地区内各種団体の連携を深め、地域の発展に寄与する。
・設立年月日：平成14年4月１日
・構成員等：桜地域で活動する各種団体

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

当地域は、桜通り（旧軍道）の東西に広がる、住宅・商店混在地にマンションが多数立地する地域であり、「桜」の地域名は、旧軍道の桜
並木に由来する。当地域では、昨年３月「桜地域ビジョン」を策定し、各種団体の活動に”桜色”を取り入れるなど、地域の名前である桜を
シンボルにまちづくり活動を展開している。地域の問題点・要望として、①高齢化（特に一人暮らし高齢者）②地域内の結びつきの希薄化
③空き家・店舗の増加④地域全体で集まれるイベントの実施などが挙げられた。そこで、シンボルの桜を生かした新たなコミュニティ構築
の仕組みづくりが喫緊の課題であると考える。

事 業 目 的

「花」は、あいさつとともに、人と人を結びつける上で最適のツールである。そこで、まず、地域ぐるみの「花いっぱい運動」と
「笑顔であいさつ運動」を同時に展開する。さらに、「桜マップ」を作成して地域内の魅力を再発見するとともに、花をメインにし
た新たな地域イベントを開催して地域の中心である桜小学校・桜コミセンを核とした新たな交流の機会をつくる。そうした取組
みを通して地域内外の人と人の出会いとつながりの機会を創出する。

事 業 概 要

【平成３０年度】
①「桜マップ」の作成・・・桜地域内及び隣接周辺部に植栽されたサクラを隈なく調べ、写真撮影とともに記録した。集めたデー
タをもとに「桜マップ」を作成した。（地域に対する関心を高めることを目標としたため）。裏面は、「安心・安全マップ」とし、交通
危険箇所や避難所・ＡＥＤ設置場所などを載せ、防災、防犯などのいざと言う時役立つマップとした。
②「花いっぱい運動」の展開・・・地域住民に庭先、玄関先に花の鉢植えの設置を呼びかけた。また、桜小学校児童と一緒にコ
スモスの種を蒔き、育て、秋に種を採取した。その種を一人暮らし高齢者世帯に見守り時に配布し、来年度種を蒔く手助け等
を通じて「つながり」を育んだ。種は、コミセンにも置き、利用者に自由に持って行ってもらい、育ててもらった。
③「桜のまちづくりサポーター」制度の構築・・・「花いっぱい運動」や「あいさつ運動」を地域全体に広げていけるようまちづくり
に係るサポーター制度を構築した。地域のホームページを立ち上げ、まちづくり活動を発信し趣旨賛同してくれる地域の人材
の発掘と育成に繋げた。
【平成３１年度～】
①「さくらフェスタ」の開催・・・桜ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ，桜小学校を会場にサクラにまつわる各種催しを開催し，当日は桜マップを持っ
て地域内を散策し，マップに掲載された桜の木を見てまわり「現代版花見」を楽しみ地域の融和と結束を図る。
②「花いっぱい運動」の拡大・・・各家庭で育ててもらったコスモスの種を回収するイベントを実施し，種のバトンを繋ぐことで運
動の拡大を目指す。
③「桜のまちづくりサポーター」会員の拡大・・・サポーターが新たなサポーターを呼び込めるよう，サポーターの活動を情報発
信し，また，年１回は活動報告会を開き，活動に広がりを持つよう組織化していく。
④情報発信の強化・・・各種まちづくり活動や地域の魅力をホームページで発信していく。

連絡先
028-648-7480
028-648-8241
u47090002@city.utsunomiya.tochigi.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【目標】人口の定着と東京圏からの流入人口の増加を図る
【ＫＰＩ】地域産業を支える地域人材の育成や，本市の持つ労働供給力の充実など，幅広い分野での「人づくり」を進める
　　　　　自治会加入世帯数　147,810世帯(H27.4現在)⇒148,810世帯(H31)

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 西市民活動センター
担当者名 手塚　正温



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

30 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

400,000

100,049

500,049

２　支出の部

県交付金

171,333 139,000 69,500 32,333
コスモス苗・培養土・プラン
ター・封筒外事務用品一式

11,340 9,000 4,500 2,340
ホームページサーバ登録料・
使用料

2,376 0 0 2,376

315,000 252,000 126,000 63,000
桜マップ印刷代（両面）

0

0

0

0

0

0

500,049 400,000 200,000 100,049

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 宇都宮市

単位事業名 花いっぱい地域魅力創出事業

科目 備考

市支出金

地元負担金

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

消耗品費

通信運搬費

手数料

印刷製本費



7豊郷

別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

３０年度 ３１年度 ３２年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

・地区内の地域資源であ
る豊かな自然と歴史文化
資産とが調和した「豊郷ま
ほろばの道」の魅力を地
区内外に発信する歩け歩
け大会を地域住民主体で
開催する。その際効果的
に情報発信をするため，
今年度生誕250年にあた
る前方後円墳の名づけ親
である蒲生君平のPRも実
施する。

・「豊郷まほろばの道」を
活用し歩け歩け大会を継
続的に開催することによ
り，地区のホームページ
や広報用チラシ・パンフ
レットを活用し効果的に魅
力を地区内外に発信しな
がら，交流人口の増加に
繋がるように事業を実施

・「豊郷まほろばの道」を
活用し歩け歩け大会を継
続的に開催することによ
り，地区のホームページ
や広報用チラシ・パンフ
レットを活用し効果的に魅
力を地区内外に発信しな
がら，交流人口の増加に
繋がるように事業を実施

・「豊郷まほろばの道」を
活用し歩け歩け大会を継
続的に開催することによ
り，地区のホームページ
や広報用チラシ・パンフ
レットを活用し効果的に魅
力を地区内外に発信しな
がら，交流人口の増加に
繋がるように事業を実施

196,000 149,000 149,000 494,000 149,000

196,000 196,000

うち県交付金 98,000 98,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 0 149,000 149,000 298,000 149,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 主 体 の 名 称 　豊郷地区豊かな郷づくり推進協議会

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 宇都宮市

事 業 名 　「豊郷まほろばの道」歩け歩け大会　～蒲生君平生誕２５０年記念事業～

代 表 者 の 名 称 　会長　坂本　登

事 業 主 体 の 所 在 宇都宮市岩曽町825番地1（豊郷地区市民センター内）

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：郷土故郷を地域ぐるみで育み，地域の活性化を具体的に進めていくための総合的なまちづくり組織
・設立年月日：平成１０年
・構成員等：連合自治会，単位自治会（４１），社協，民児協，体協，婦人会，青少年育成会，子ども会，老人クラブ，スポー
ツクラブ，小中学校，地区市民センター等

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

　事業主体が管理する「豊郷まほろばの道」は，平成８年，豊かな自然と調和した歴史文化遺産を結び合わせた散策路として整備され，
平成２７年には，「新日本歩く道紀行１００選（ふるさとの道）」に認定された。平成２９年度には老朽化したモニュメント（木製トーテムポー
ル）を１１個所リニューアルするほか，道案内標識（矢印板）を設置した。今年度は，同道は古墳群を多数有していることから，本市生ま
れの前方後円墳の名付け親である蒲生君平の生誕２５０周年にあわせ,効果的なＰＲによりその魅力を十分に発信していく必要がある。

事 業 目 的

　地区内の地域資源である豊かな自然と歴史文化資産とが調和した「豊郷まほろばの道」の魅力を地区内外に発信する歩
け歩け大会を地域住民主体で開催し，交流人口の増加と地域まちづくり活動の担い手を育成する機会とし，世代を超えた
持続的な地域活性化に繋げていく。

事 業 概 要

【平成３０年度】
　　歩け歩け大会の開催に伴い下記に掲げる事業について，事業主体のほか地域まちづくり団体，ボランティアなどが協力して実施し
た。
　　　①　歩け歩け大会についての広報用チラシ，また，まほろばの道のマップを作成した。
　　　　　　⇒　地区の各種事業（歩け歩け大会や農業祭など）の際に配布したり，行政機関の窓口で配布した。
　　　②　歩け歩け大会開催時に，「蒲生君平生誕250年記念事業実行委員会」と連携し，蒲生君平に関するPRも実施することにより魅
力的な地域資源として効果的な情報発信を図った。

【平成３１年度以降】
　　地区の広報紙やホームページ，宇都宮文化財マップによる広報活動を充実させ，継続して同道を地区の歩け歩け大会のコースとし
て活用するなど，
　持続的な地域活性化に繋げていく。

連絡先
028（660）2340
028（660）2270
u2222@city.utsunomiya.tochigi.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【目標】人口の定着と東京圏からの流入人口の増加を図る。
【ＫＰＩ】本市の魅力を広く市外，県外に発信することで，来訪者の増加を図るとともに，本市での定住を促進する。
　　　　　本市年間観光入込客数　現状値１，３５３万人（Ｈ２２実績）⇒目標値１，５００万人（Ｈ２９）
　　　　　※１４７０万５００人（Ｈ２７実績），１４８３万１００人（Ｈ２８実績），１４９８万9,200人（Ｈ２９実績）

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 宇都宮市豊郷地区市民センター
担当者名 金枝　宣行



7

別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

30 年度

１　収入の部

予算額

196,000

196,000

２　支出の部

県交付金

65,000 65,000 32,500 0
チラシ作成（10,000部）
石灰，プリンタートナーほか

72,000 72,000 36,000 0

ウォーキングマップ（3,000
部）
会議資料等印刷代

6,000 6,000 3,000 0
救護係

4,000 4,000 2,000 0
切手代

8,000 8,000 4,000 0
傷害保険

13,000 13,000 6,500 0
プロパンガス，トラック使用料

28,000 28,000 14,000 0
野外テーブル

196,000 196,000 98,000 0

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 宇都宮市

単位事業名 　「豊郷まほろばの道」歩け歩け大会　～蒲生君平生誕２５０年記念事業～

科目 備考

市支出金

消耗品費

印刷製本費

報償費

通信運搬費

計

科目 決算額

財源

備考市町支出額
自主財源等

使用料及び賃借料

備品購入費

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

手数料



別記様式第１号－２

ｌ

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

３０年度 ３１年度 ３２年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

・春のコンサート
・桜下交流会食会

・春のコンサート
・桜下交流会食会

・春のコンサート
・桜下交流会食会

・春のコンサート
・桜下交流会食会

776,433 350,000 350,000 1,476,433 350,000

500,000 500,000

うち県交付金 250,000 250,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 276,433 350,000 350,000 976,433 350,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 主 体 の 名 称 東地域まちづくり推進協議会

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 宇都宮市

事 業 名 東地区魅力創造事業

代 表 者 の 名 称 会長　小島　義弘

事 業 主 体 の 所 在 宇都宮市東塙田１－６－１４（東地域コミュニティセンター内）

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：東地区内の団体及び個人の相互の連絡調整及び協力を図ることにより，地域の活性化と，住民福祉の向上
に寄与し，地域住民によるまちづくりを推進する。
・設立年月日：平成１５年４月１日
・構成員等：東地区内で活動する各種団体

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

東地区は二荒山神社と田川の間に位置し，ＪＲ宇都宮駅や県庁からも近く利便性の高い地域であるが，近年，高齢化率の
上昇や空き家の増加，さらには東小学校の児童数の減少など，地域の活性化に大きな影響を及ぼす課題が顕在化してい
る。少子高齢化は地域活動にも影響を及ぼしており，今後，地域が持続的に発展し続けるためには，子どもから高齢者まで
世代間の交流を深め，顔の見える関係作りの再構築を行う必要がある。
　また，地域内の宮島町通りが「餃子通り」と命名され，餃子によるさらなる誘客促進への動きがあることから，餃子を目当
てにした来訪者に，これまで認知度の低い東地区の地域資源にも目を向けてもらうことで，東地区の魅力を認知してもら
い，交流人口を増やすことで地域の活性化を図る必要がある。

事 業 目 的

・地区内外の人が参加するイベントを開催し，地域資源をＰＲすることで，地域の魅力発信と交流人口の拡大を図る。
・地域内の様々な世代の人が集まり，ともに活動することで，地域活動の楽しさと「縦・横・斜」の関係づくりを行い今後の地域活動の礎
とする。
・地区内の「桜」に焦点を当てたマップを作成・配布することで，東地区の魅力を地区内外に発信するとともに，駅から歩いて巡る観光
誘致の契機とする。

事 業 概 要

【平成３０年度】
　　平成３１年３月３０日(土)
　　　　〇前夜祭
　　　　　　　東小学校内の桜のライトアップ
　　平成３１年３月３１日（日）
　　　　〇春のコンサート（約２時間）
　　　　　　　演奏者の入替時に地域観光のＰＲを行った。
　　　　〇交流会食会の実施
　　　　　　　春のコンサート終了後に東小の桜を鑑賞しながら交流会食会を実施した。
　　　　　　　　　さくら田楽，もつ煮，桜色の綿菓子の提供した。
　　　　〇「あるいてめぐる宇都宮さくらマップ」の配布
　　　　　　　東地区と近隣の桜の名所などを紹介する散策ルートマップを作成し，地域住民に地域資源を
　　　　　　再認識してもらうとともに，ＪＲ宇都宮駅から歩いて観光するルートを来訪者に紹介した。

【平成３１年度以降】
　　桜の開花時期に継続して開催する。また，地域行事の際にふるまえる名物料理の研究を行い，定着に向けて取り組んでいく。
   　「あるいてめぐる宇都宮さくらマップ」はイベント終了後も桜の開花期間に地域飲食店等で配布する。
    ひがしふるさとさくらまつりの様子を撮影し，地域ブログに掲載するなど，東地区の良さをＰＲする。
【周知方法】
チラシ及びポスターを作製し周知する。また，地域Ｂｌｏｇ，市広報紙，宮ラジなどを通じてもＰＲする。

連絡先
028（632）6331
028（632）7579
u47090100@city.utsunomiya.tochigi.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【目標】人口の定着と東京圏からの流入人口の増加を図る
【ＫＰＩ】本市の魅力を広く市外，県外に発信することで，来訪者の増加を図るとともに，本市での定住を促進する。
　　　　　本市年間観光入込客数　現状値１，３５３万人（Ｈ２２実績）⇒目標値１，５００万人（Ｈ２９）
　　　　　※１４７０万５００人（Ｈ２７実績），１４８３万１００人（Ｈ２８実績）

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 宇都宮市中央市民活動センター
担当者名 鷺谷　文子



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

30 年度

１　収入の部

予算額

500,000

276,433

776,433

２　支出の部

県交付金

55,000 40,000 20,000 15,000
出演者謝金

117,706 30,000 15,000 87,706

さくら田楽等材料  80,538円
紙コップ，カップ，割りはし,ごみ
袋・レジ袋等
　　　　　　　　　　　37,168円

106,744 60,000 30,000 46,744

チラシ（3,000枚）
ポスターＡ1（75枚）
マップ（2,500枚）

9,768 0 9,768

灯油　　4，536円
まき 　5,232円

75,275 0 75,275

会議用お茶21,953円，スタッフ用
弁当・飲み物53,322円

65,740 40,000 20,000 25,740

横断幕作成・設置委託等

65,800 60,000 30,000 5,800

炊飯器　＠2,700×2
かまど　＠5,400×3
音響機器　21,600
搬入費　21,600

275,400 270,000 135,000 5,400

テント＠137,700×2

5,000 0 5,000

郵送代等

776,433 500,000 250,000 276,433

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 宇都宮市

単位事業名 東地区魅力創造事業

科目 備考

市支出金

地元負担金

計

科目 予算額

財源

備考市町支出額
自主財源等

印刷製本費

燃料費

食糧費

委託料

使用料及び賃借料

備品購入費

通信運搬費

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

報償費

消耗品費
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別記様式第１号－２　　　

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

３０年度 ３１年度 ３２年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度（３１年度）

・雀宮の日記念事業
・雀宮のお菓子事業
・観光案内史跡看板設
置事業

・雀宮の歌の活用
・雀宮のお菓子事業
・観光案内史跡看板の
活用

・雀宮の歌の活用
・雀宮のお菓子事業
・観光案内史跡看板の
活用

・雀宮の歌の活用
・雀宮のお菓子事業
・観光案内史跡看板の
活用

689,876 80,000 80,000 849,876 80,000

500,000 500,000

うち県交付金 250,000 250,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 189,876 80,000 80,000 349,876 80,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 宇都宮市雀宮地区市民センター
担当者名 尾﨑　光法

連絡先
028-654-1013
028-653-5646
u2225@city.utsunomiya.tochigi.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【目標】人口の定着と東京圏からの流入人口の増加を図る
【ＫＰＩ】本市の魅力を広く市外，県外に発信することで，来訪者の増加を図るとともに，本市での定住を促進する。
　　　　本市年間観光入込客数　現状値１，３５３万人（Ｈ２２実績）⇒目標値１，５００万人（Ｈ２９）
　　　　　※１４７０万５００人（Ｈ２７実績），１４８３万１００人（Ｈ２８実績），１４９８万9,200人（Ｈ２９実績）

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

【平成３０年度】
　平成３０年は現在の形（地区割り）になって６５周年を迎えることから，町制施行日の１１月1日を雀宮の日（雀宮づくしの日）として制定し，地域をあげてお祝いをすることと
し，まちの歴史，暮らしの文化について認識を深め，次の世代に残していくべきまちの景観について，考え，創造につなげていくこととした
１．実施日時：平成３０年１１月１８日（日）雀宮地域文化祭・収穫祭と同時開催
２．場所：雀宮地区市民センター
３．記念行事内容
・雀宮地区（針ヶ谷町出身）のシンガーソングライター関口ゆきさんに作詞・作曲を依頼している「雀宮の歌（正式な曲は未だ）」をお披露目した
・雀宮のお菓子を販売した（雀宮地区シンボルマーク入りどら焼き，和菓子ふくら雀）
・前夜祭で雀宮の歴史や史跡を描いたプロジェクションマッピングの上映を行った
・雀宮ふるさとかるた大会：平成２９年度にできた雀宮ふるさとかるたを使い地域の子どもたちを中心としたかるた大会を実施した
・案内看板の設置した（雀宮町制施行記念碑，仮本陣芦谷家，愛宕塚古墳，大日塚古墳，権現山古墳）
※看板設置予定箇所は公共用地（国道・県道・民地）のため許可が下り次第設置
※占用許可手続きを経て設置した（案内看板は，文化祭史跡巡り・ちゅんちゅんウォーク・駅からハイキング等イベントにて活用）
・雀宮地区に伝わる歴史や伝記をまとめた「すずめのみやものがたり」を編集し，学校や関係機関に配布し，地域に対する住民のより一層の誇りや愛着を高められるよう推
進した
・町制施行記念碑周辺のグランドカバーとして「竜のヒゲ」を植栽し，環境美化を図った

【平成３１年度以降】
・雀宮の歌：各イベントのオープニング曲として流すほか，学校音楽祭のフィナーレ等にて参加者と来場者とで一緒に歌うことで子どもたちをはじめ幅広い世代に伝え継続し
ていく
・雀宮のお菓子：文化祭や各種イベントで販売し，雀宮のお菓子として定着させていく。
・史跡看板の設置：文化祭史跡巡り・ちゅんちゅんウォーク・駅からハイキング等イベントにて活用し，地域に対する住民のより一層の愛着を高める

代 表 者 の 名 称 会長　稲葉　豊

事 業 主 体 の 所 在 宇都宮市新富町９－４

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：雀宮地区内の各種団体，関係機関の連絡調整を図り，必要な実践活動を通して，地区の活性化，住民福祉の
向上に寄与するとともに，住民によるまちづくりを推進することを目的とする。
・設立年月日：平成１５年４月１日
・構成員等：雀宮地区の自治会，各種団体，機関，その他ボランティア等地区内で活動する団体などをもって組織

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

　この地域には、古い歴史の記録と長い間、農が生活の中心であったことから生まれた、田園風景、田川や古墳の美しい眺め、身近な生
活環境に溶け込んだ数多くの文化財や寺社などがある。また一方で、地域の念願であった雀宮駅周辺の整備や幹線道路、そして御田や
茂原の美田や駅西地区には計画的に整備された住宅団地など、このまちの都市化の歴史を物語る風景がある。そしてこれらの風景が折
り重なったまちの景観は、今も現在進行形で変容を続けている。
　現在、このまちにはどのような人々の営みの記憶が刻まれているのかを多くの人がしっかりと認識し、何を残していくのか、そして何を新
たに創造していくのかを考え、実践に移していく必要がある。

事 業 目 的

めざましい発展を遂げてきた雀宮地区の歴史の重みを感じ，ふるさとの誇りや魅力を後世につないでいくため，「雀宮の日」を
制定し，地域をあげて祝い，まちづくりにつなげていく

事 業 概 要

事 業 主 体 の 名 称 雀宮地区まちづくり推進協議会

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 宇都宮市

事 業 名 歴史的文化資源を活用したまちづくり推進事業
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別記様式第１号－４　

30 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

500,000

189,876

689,876

２　支出の部

県交付金

50,000 30,000 15,000 20,000
講師謝金

164,823 50,000 25,000 114,823
ろうそく，パネル，LED蛍光灯，お
はながみ，雀どらやき等

28,688 20,000 10,000 8,688
ポスター印刷代

325 0 0 325
郵送代

備品購入費 446,040 400,000 200,000 46,040
看板作製代（５基）

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

689,876 500,000 250,000 189,876

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 宇都宮市

単位事業名 歴史的文化資源を活用したまちづくり推進事業

科目 備考

市支出金

地元負担金

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

報償費

消耗品費

印刷製本費

通信運搬費


